
新
刊一

紹
.
介

昧
統
す
る
の
も
一
つ
の
力
法
で
あ
る
。

岩
波
新
山
の
絲
済
、
社
会
の
都
門
に
も
サ
ル
ト

ル
一
復
堂
L
也
沢
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
(
昭
聖
八
年

第
一
刷
)
や
、
向
じ
く
新
書
シ
リ
ー
ズ
の
宗
教

の
楽
ら
は
シ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
著
、
鈴
木
一
郎
訳

「
ユ
.
タ
ヤ
の
民
と
宗
教
」
(
一
九
六
九
郁
、
第
九

刷
)
な
ど
が
あ
る
。
聖
沓
は
旧
本
で
も
分
冊
や
点

字
の
馨
を
介
め
る
と
、
一
年
問
に
四
百
九
十
一

万
八
千
三
百
九
十
二
冊
(
一
九
六
九
年
)
、
そ
の

前
年
は
四
百
川
十
八
万
六
千
六
百
1
二
冊
(
一

九
六
八
年
)
売
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
(
旧
勢
け

整
本
さ
れ
た
も
の
は
一
九
六
九
年
の
一
年
間
に
五

十
六
万
二
千
冊
、
新
約
だ
け
の
完
令
条
さ
れ
た

も
の
も
同
年
一
郁
問
に
五
十
五
万
八
千
冊
)
毎
年

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
中
に
入
っ
て
い
て
ょ
い
筈
で
は

な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
だ
け
聖
'
毎
年
売
れ
て
い
な
か
ら
、
ど

れ
だ
け
聖
"
は
涜
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

疏
ま
せ
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
聖
k
"
に
則
<
味
を
も

つ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
本
の
翁
す
希
稀
か
れ
て
く

る
。
「
何
壁
」
見
よ
、
こ
れ
は
あ
な
た
と
伺
誓

わ
た
し
(
祁
)
が
造
っ
た
も
の
」
と
人
闇
ヨ
ブ
に

語
り
か
け
る
神
の
言
菜
が
ヨ
プ
需
あ
る
(
四
0

『
聖
上
国
に
見
る

動
物
の
世
界
』

橋
本
重
郎
著

(
製
社
大
学
仕
谷
篠
撹
学
金
般
会
・

B
6

三
六
五
頁
・
定
価
一
五
0
0
円
)

*
.

興
味
を
ひ
く
題
で
あ
り
、
一
度
こ
の
事
于
に
と

つ
て
十
熱
透
黄
版
(
ぺ
ン
画
)
を
見
て
い
る

と
聖
出
が
山
か
れ
た
風
上
に
親
し
み
キ
愈
じ
さ
せ

る
0

聖
当
が
含
む
六
十
六
巻
(
旧
竺
十
九
、
斯
約

二
十
七
)
は
、
害
か
れ
九
当
初
か
ら
馨
(
正
典
)

と
成
る
と
か
、
ま
た
は
そ
の
中
に
加
え
ら
れ
る
こ

と
ホ
目
的
と
し
て
ま
た
は
そ
れ
ナ
憲
識
し
て
、
迷

さ
れ
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
鴛
九
人
々
は
み

な
噛
分
の
生
活
の
中
か
ら
、
生
き
る
こ
と
の
中
か

ら
祁
を
仁
、
フ
こ
と
は
何
で
あ
る
か
を
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
ー
、
聖
沓
は
文
学
で
あ
り
、
生
活

の
中
か
ら
生
れ
た
文
書
で
あ
る
。
人
間
が
動
物
と

の
か
か
わ
り
"
持
っ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
っ
て
、

羊
、
牛
、
耀
ど
岫
乳
類
、
う
ず
ら
く
じ
ゃ
く

は
と
な
ど
の
鳥
類
、
と
か
げ
、
へ
び
な
ど
の
N
虫

類
が
、
あ
り
、
い
な
ご
、
蜜
蜂
な
ど
と
共
に
聖
k
』

に
出
て
い
る
。

馨
は
研
欝
鯵
な
が
ら
正
而
か
ら
取
組

ん
で
理
解
さ
れ
る
書
物
で
あ
る
と
共
に
、
仙
向
か

ら
「
馨
の
植
物
」
(
松
村
義
敏
著
、
富
山
房
発

行
)
、
「
旧
約
の
天
文
学
」
会
キ
ア
。
ハ
レ
リ
箸

森
川
光
郎
訳
、
教
文
館
発
h
)
、
「
袈
教
育
学
」

(
浦
上
茂
夫
著
、
新
生
堂
窕
打
)
な
ど
を
通
し
て

こ
の
轡
の
発
行
所
「
黒
社
大
学
住
谷
篠
部
奨

学
金
般
会
」
は
少
し
長
過
ぎ
る
名
四
あ
る
が

そ
こ
か
ら
W
さ
れ
怠
物
、
例
え
ぱ
「
花
伝
智
」

(
世
阿
弥
)
、
「
あ
る
こ
こ
ろ
の
雁
史
」
(
住
谷

悦
治
著
)
な
ど
は
既
に
売
り
切
れ
て
ぃ
る
程
妊
畔

で
あ
っ
て
、
私
が
紹
介
す
る
こ
の
古
も
、
"
北
行
所

の
ゆ
え
に
こ
黒
r
掲
載
さ
れ
る
資
楕
を
も
つ
。

タ
イ
ト
ル
の
「
聖
吉
に
見
る
動
物
の
世
界
」
は
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一
五
)
。
と
こ
ろ
が
こ
の
刈
は
.
兀
来
べ
ヘ
モ

.

「
巨
獣
」
と
い
う
意
味
だ
と
、
著
者
橋
本
先

ー
ト

生
は
説
明
し
て
い
る
。
橋
本
先
t
九
州
六
学
、

東
北
大
学
の
膿
学
部
教
授
を
経
て
旦
卜
第
短
大

教
授
。
動
物
学
、
畜
産
学
の
専
門
家
で
あ
る
か
ら

こ
の
占
の
中
に
腎
か
れ
て
い
る
こ
と
は
正
硫
で
あ

り
、
し
か
も
説
み
出
し
た
ら
止
め
ら
れ
な
い
ほ
ど

興
眛
深
く
尋
C
れ
て
い
る
。

(
山
峠
亨
)

『
新
聖
晝
大
辞
典
』

(
キ
リ
ス
ト
斯
兇
・
 
A
4
判
・
,
稀
二
0
、
 
0

0
0
円
、
一
五
七
0
頁
・
付
録
二
三
9
頁
)

木
券
編
集
委
員
の
中
に
は
神
需
敏
授
遠
藤

彰
、
掘
顧
問
に
蛙
隔
虔
、
山
岫
轟
教
授
が

参
加
し
て
い
る
。
こ
の
賀
任
の
た
め
煉
禍
締
切
間

際
に
、
余
分
の
頃
目
を
急
に
担
当
し
て
、
印
刷
校

正
に
問
に
合
わ
せ
た
。
士
迹
の
三
名
は
冬
々
十
項

『
旧
約
聖
佳
凶
坐
湘
』

山
崎
亨
、
高
橋
虔
著

(
宋
,
小
目
本
基
督
教
団
出
版
局
・
 
A
5
版
・
毛

八
頁
・
定
価
三
0
0
円
)

ト
教
の
多
く
學
者
(
主
と
し
て
欧
米
の
大
学
帥

ψ
添
教
授
た
ち
)
に
よ
っ
て
批
判
検
討
さ
れ
て
き

九
0
 
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、

ハ
ー
ハ
ー
ド
な
ど
の
諸
人
学
の
判
学
部
研
究
室
に

入
っ
て
み
る
と
、
数
十
万
冊
の
沓
物
は
聖
占
の
批

葬
1
的
似
究
の
成
米
を
d
録
し
て
い
る
。

こ
の
「
判
聖
誓
概
倫
」
は
、
旧
約
が
含
む
三

十
九
巻
の
習
物
に
対
す
る
過
去
の
研
究
家
の
検
肘

の
結
来
が
ど
の
よ
う
k
進
展
し
論
争
さ
れ
た
か
を

略
述
す
る
と
と
も
に
、
現
在
両
教
授
は
ど
の
断

キ
と
っ
て
い
る
か
を
明
白
に
し
て
い
る
。

わ
が
凶
に
も
旧
約
の
概
論
と
か
墾
洲
と
か
智
L

れ
た
唯
行
本
は
十
種
類
以
上
刃
行
さ
れ
て
き
九
か

域
厶
の
と
こ
ろ
、
こ
の
占
は
好
阿
の
学
的
水
進
を

ゆ
く
も
の
と
い
う
べ
キ
じ
あ
ろ
う
。
(
遠
篠
)

Ⅲ
翻
毒
は
禽
代
ユ
.
ダ
ヤ
人
の
中
で
も
、
す
ぐ

れ
九
思
想
殊
九
ち
の
'
い
た
も
の
と
、
全
く
田
園

鴛
者
と
し
て
の
農
民
や
街
の
中
ω
住
民
た
ち
民

衆
た
ち
の
k
Y
さ
、
唱
い
残
し
た
も
の
と
の
集
成
で

あ
る
。
イ
ザ
ヤ
い
』
な
ど
の
預
言
山
を
舸
者
と
す
れ

ぱ
、
雅
歌
や
箴
.
凶
(
一
 
0
章
ー
ニ
ニ
・
ニ
ハ
)
は

後
右
で
あ
ろ
う
。

^
Ⅷ
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
さ
^
、
・
^
^
さ

れ
た
の
は
紀
元
後
九
0
年
頃
で
あ
る
が
、
そ
れ
以

後
ユ
ダ
ヤ
教
ラ
ビ
九
ち
に
ょ
っ
て
、
ま
た
キ
リ
ス

Π
ほ
と
本
扣
当
し
執
笹
し
九
。

こ
の
大
辞
典
の
特
色
の
第
一
は
現
在
Π
本
に
い

る
聖
沓
学
者
の
<
J
部
キ
動
員
し
た
こ
三
あ
っ
て

年
齢
的
に
い
う
な
ら
ぱ
、
か
っ
て
の
同
.
心
社
の
教

授
で
あ
っ
た
渡
辺
善
太
(
文
学
博
士
は
製
社
大

学
か
ら
)
が
「
聖
誓
の
正
典
」
の
誓
現
利
ま
で

の
研
究
成
果
を
傾
注
し
、
若
い
方
で
は
禦
部
助

敦
授
の
野
査
也
は
「
鰹
」
の
顎
で
、
ハ
ン
ブ

ル
グ
火
学
に
提
出
し
た
愽
士
論
文
の
一
塑
が
れ

き
し
て
い
る
。
「
愛
」
の
項
で
は
旧
約
の
部
を
山

崎
、
翻
の
部
を
鎧
が
仲
良
く
敦
筆
し
、
「
倫

理
」
の
項
で
は
旧
習
部
を
山
崎
、
斯
約
の
部
を

高
橋
が
分
担
し
て
い
る
。

第
二
の
特
色
は
詳
細
な
。
ハ
レ
ス
チ
ナ
の
地
関
(

歴
史
的
誘
)
と
近
東
ア
ジ
ア
、
近
東
の
お
古
学

古
址
、
。
ハ
レ
ス
チ
ナ
の
ぢ
古
学
古
址
の
地
凶
と
写

貞
(
。
ハ
レ
ス
チ
ナ
の
貨
幣
、
エ
ペ
ソ
古
址
、
ピ
リ

ピ
の
欝
占
址
)
、
聖
冉
の
暦
、
度
量
衡
、
貨
幣

価
値
の
表
な
ν
剛
細
仁
付
録
と
し
て
掲
披
さ
れ
て

し
る
こ
と
0

特
色
の
錦
三
は
繋
岫
(
へ
ブ
ル
語
、
ギ
リ
シ
ャ

逃
か
Π
刷
さ
れ
そ
の
発
音
、
読
み
力
が
口
ー
マ

,
¥
で
一
っ
一
っ
並
列
記
城
さ
れ
て
統
昔
の
使
に
備

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(
円
1
)
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